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よる．この系の初期は 1 電子状態であるが，終期は発生した電子 -陽電子を含
















方法をスピン 1 /2 粒子に適用し，方向転換の“確率”をコンプトン波長の逆
数に比例させると自由場のディラック方程式が導けることが，過去に示され
ている．本論文ではこの方法をスカラーポテンシャル中のディラック場やス





























 るかかわり方の違いが明らかにされた．  
第 4 章はポアソン過程による光子波動方程式の第一量子化である．そのた
めにまず，前提となる二つのこと，ビアリニキー‐ビルラの提案する電界と
磁界の 1 次結合を成分とする 6 成分波動関数が 1 階の時間・空間演算子型波
動方程式となっていること，そして確率解釈に必要な正しい正準交換関係を
満たす位置演算子が近年ハウトンによって与えられていることが述べられて
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